
様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

令和４年度～令和８年度　遠賀町生涯学習まちづくり実施計画
前計画で改善が必要とされた項目

前計画で取組み十分とされたが継続して取り組む項目

新規項目

多くの人が学べ
る工夫

学びを活かす工
夫

つながる工夫
情報を届ける工
夫

楽しく学べる工
夫 R04 R05 R06 R07 R08

1

わんぱく教室の周知と内容の充実
→令和5年度以降、事業を廃止（おんが
みらいテラス指定管理者が類似事業を
実施）

参加人数　380人/年 【R04】広報紙、
HP、赤ちゃん訪
問時、4か月健診
時に、教室につ
いて案内実施。
【R05】廃止

【R04】自宅でも
実践できるよう､
身近なもの(新聞
紙､牛乳パック
等)と使ってのお
もちゃづくりを
実施｡
【R05】廃止

【R04】リトミッ
クや様々な遊び
を通し、参加者
と交流。
【R05】廃止

【R04】広報紙、
HP、赤ちゃん訪
問時、4か月健診
時に、教室につ
いて案内実施。
【R05】廃止

【R04】毎回、そ
の季節ににあっ
た行事を開催。
【R05】廃止

121人(令和
5年1月末)

R5年度より
廃止

ー ー ー

健康こども課
健康対策係

2 すくすくひろばの継続実施

参加者数維持　16組/月 【R04～】広報
紙、HP、赤ちゃ
ん訪問時、4か月
健診時に、教室
について案内実
施。

【R04～】専門職
による育児相談
を実施し､発達の
確認や離乳食の
進め方などを説
明｡

【R05～】乳児と
母だけではなく､
出産を控えた妊
婦の相談も行
い、出産後も気
軽に参加できる
ようにした。

【R04～】広報
紙、HP､赤ちゃん
訪問時や4か月健
診時に、事業に
ついて案内実
施。
【R05～】母子手
帳アプリ事業案
内開始

【R04～】ベビー
マッサージ等の
オプションを希
望者に実施。

参加者平均
6.9組/月
(令和5年1
月末)

参加者平均
9.8組/月
(令和6年1
月末)

参加者平均
15.3組/月

 13組/月（令和7年12月
末）

16組/
月

健康こども課
こども家庭セ
ンター

3
子育て支援ひろば「ぐっぴい」の利用
促進

利用者数20,000人/年

【R04～】広報
紙、HP、社会福
祉協議会HP、赤
ちゃん訪問時、
施設について案
内実施。
【R05】社会福祉
協議会HPからお
んがみらいテラ
スHPに掲載実施
【R06～】HP、お
んがみらいテラ
スHP、母子手帳
交付時、赤ちゃ
ん訪問時に施設
について案内実
施。

【R04】マー
フィーさんの英
語タイムを年に3
回実施。その他
親子で出来る講
座等の実施を月1
回程度実施。
【R05】マー
フィーさんの英
語タイムを年に
１回実施。育児
講座を年6回実
施。
【R06～】マー
フィーさんの英
語タイムを年に2
回実施。育児、
保護者向け講座
を年6回実施。

【R04～】子育て
親子の交流の場
の提供と交流を
促進
地域の子育て関
連情報の提供
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体の協
力による催し
物、地域交流の
講座の開催。

【R04～】広報
紙、HP､赤ちゃん
訪問時に、事業
について案内実
施。町や社会福
祉協議会HPによ
る情報の発信。
【R05】社会福祉
協議会HPからお
んがみらいテラ
スHPに掲載実施
【R06～】HP、お
んがみらいテラ
スHP、母子手帳
交付時、赤ちゃ
ん訪問時に施設
について案内実
施。

【R04】子どもに
人気のハロウィ
ンやクリスマス
会、七夕などの
イベントを実
施。親子で学べ
る親子ヨガ教
室。夏には、水
遊びも実施。
【R05～】子ども
に人気のハロ
ウィンやクリス
マス会などのイ
ベントを実施。
親子で学べる親
子ヨガ教室、親
子フラダンス、
親子クッキング
の開催。

ふれあいの
里2,180人
中央公民館
474人
（いずれも
令和5年1月
末）
※R5年度か
らは、おん
がみらいテ
ラス指定管
理者へ事業
移管

おんがみら
いテラス
（うちぐっ
ぴい）
20,315人
（令和6年1
月末）

おんがみら
いテラス
（うちぐっ
ぴい）
25,503人
（令和7年3
月末）

おんがみらいテラス
（うちぐっぴい）
21,876人
（令和7年12月末）

20,000
人／年
間

健康こども課
こども家庭セ
ンター

№
ア．生涯学習に関わる施

策・事業
イ．事業ごとの目標

ウ．目標達成に実施した工夫 エ．事業ごとの目標達成状況
１.ライフステージに応じた学習機会の充実・交流の促進

担当課係
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

4 職場体験事業の充実 職場体験への参加

【R04】事業中止
【R05～】事前訪
問での打ち合わ
せや、事後の感
想・お礼の手紙
を渡すことによ
り、事業所との
関係を深めた。

【R04】事業中止
【R05～】体験活
動のまとめを作
成し、文化祭で
発表・展示をし
た。

【R04】事業中止
【R05～】生徒へ
の事前アンケー
トによりニーズ
を把握し、ニー
ズに沿った事業
所の選定を行っ
た。
受け入れ先とし
て約30の事業所
を確保すること
により、生徒の
興味・関心に、
できる限り対応
した。

新型コロナ
ウイルス感
染症蔓延防
止のため、
R4は事業中
止

各中学校の
２年生
（約170
名）

各中学校の
２年生
（約175
名）

各中学校の２年生
（約185名）

学校教育課学
校教育係

生涯学習課社
会教育係5 子どもの体験活動の機会拡充 参加人数　各回20人

【R05】体験活動
後、活動内容、
防災で得た知識
や子ども達の体
験前、体験後の
感想等みらいテ
ラス、町内3小学
校に掲示した。
【R06】体験活動
後、活動内容、
農業で得た知識
や子ども達の体
験後の感想等、
町内3小学校に掲
示した。
【R06～】参加参
加申込み方法
は、ＨＰを利用
し申込者の利便
性を向上した。
【R07】体験活動
の中で、子ども
たちが作成した
水環境について
の班新聞を役
場、町内3小学校
に掲示した。

【R04～R05】宿
泊研修の事前研
修として4回の日
帰り研修とし
た。防災をテー
マに各回で学ん
だ事を宿泊研修
で発揮できる教
室にした。
【R06】第1回の
教室でJA職員に
バケツ稲の育て
方を説明しても
らい、その後、
各自家に持ち帰
り収穫まで育て
た。第2回以降の
教室では、成長
発表を行い、皆
で米の成長過程
を確認できるよ
うにした。
【R07】解散式に
作成した班新聞
を発表する中で
自分たちができ
ることについて
発表した。

【R04～】ボラン
ティアスタッフ
と企画し、各種
活動もボラン
ティア講師に依
頼した。
【R05～】各回の
講師を町内外の
団体・事業所へ
依頼した。
【R06～】昨年の
参加者2名が小学
校を卒業後中学
生ボランティア
として参加し、
連続して教室に
関わることで、
ボランティアの
担い手としてつ
なげていった。

【R04～】学校の
協力を得て、対
象（4～6年生）
全員に募集チラ
シを配布した。

【R04～R05】防
災をテーマとし
ながらも、子ど
も達が楽しめる
活動をボラン
ティアと考え
た。
【R05】防災を
テーマに子ども
たちの視点に合
わせた防災食
クッキングや非
常時の持ち出し
品を考える時に
絵が書かれた
カードを使用す
るなど、楽しく
学べる工夫を
行った。
【R06】収穫した
いものつるを
使って調理をし
た。きんぴらだ
けでなく、こど
も達は自発的に
葉っぱを天ぷら
にしたり、大学
いもを自由に
作っていた。
【R07】水環境に
ついて学ぶため
に、水流れや自
炊体験、遠賀川
下流浄化セン
ター見学と交流
や体験を重視し
た活動を行っ
た。

全５回、児
童参加数延
べ126名
（平均25.2
人）

全５回、児
童参加延数
58名(平均
11.6人)

全５回、児
童参加数延
べ
82名（平均
16.4人）

全４回、児童参加数延
べ
77名（平均19人）
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

6 遠賀町民学習ネットワーク事業の充実 追加指導項目数　５件（累計）

【R04～R05】新
たに3項目の有志
指導者を発掘
し、より多くの
メニューが提供
できるようにし
た。

【R04～】有志指
導者を講師とし
て講座を開催し
た。

【R04～】講座の
内容について、
広報紙やVOOM、
ポスター掲示等
で周知を行って
いる。

3件（ライ
ター・言葉
ワーク・自
分史）

3件(手芸・
手鞠・貝細
工)

0件 1件（写教）

生涯学習課社
会教育係

【R04～】広報紙
3月号に募集記事
を掲載してい
る。

中央公民館
定期利用団
体44団体

中央公民館
定期利用団
体44団体

中央公民館
定期利用団
体41団体

中央公民館定期利用団
体40団体

生涯学習課社
会教育係

【R04～】広報紙
11月号に募集記
事を掲載してい
る。

スポーツ施
設定期利用
団体29団体

スポーツ施
設定期利用
団体31団体

スポーツ施
設定期利用
団体56団体

スポーツ施設定期利用
団体50団体

生涯学習課ス
ポーツ文化係

7
定期利用団体、サークル等への支援の
継続

50団体登録
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

多くの人が学べ
る工夫

学びを活かす工
夫

つながる工夫
情報を届ける工
夫

楽しく学べる工
夫 R04 R05 R06 R07 R08

1 遠賀町体育協会の周知と充実 大会開催数　26大会

【R04～】大会参
加者募集につい
ては、広報紙で
お知らせしてい
る。

【R04～】それぞ
れの団体の日頃
の練習の成果を
発表する場とし
て、大会を企画
した。

【R04～】各大会
は、それぞれの
部会が主となっ
て企画、実施し
ている。

【R04～】大会参
加者募集や結果
については、広
報紙でお知らせ
している。

26大会実施
(2～3月実
施予定分含
む)

1大会(女子
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大
会)が参加
者不足によ
り実施でき
なかった
が、他は全
て実施でき
た。(2～3
月実施予定
分含む)

1大会(ｿﾌﾄﾃ
ﾆｽ大会)が
雨天により
実施できな
かったが、
他は全て実
施できた。
(2～3月実
施予定分含
む)

27大会中、2大会(ｿﾌﾄﾃﾆ
ｽ大会･女子ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大
会)が雨天や参加者不足
により実施できなかっ
たが、他は全て実施で
きた。(2～3月実施予定
分含む)

生涯学習課ス
ポーツ文化係

2 各種スポーツ教室等の充実
スポーツ少年団の会員の増　R08で
220人（R03で206人）

【R04～】参加者
の募集は、広報
紙だけではな
く、小学校でチ
ラシを配布して
もらった。

【R04～】教室実
施の際に、町内
のスポーツ少年
団を紹介して、
競技を続けても
らうよう誘導し
ている。

【R04～】参加者
の募集は、広報
紙だけではな
く、小学校でチ
ラシを配布して
もらった。教室
開催の様子を広
報紙でお知らせ
した。

【R04～】プロや
その道の有能な
指導者を講師と
して招聘し、そ
れぞれの競技の
楽しさを学んで
もらった。

R04.12現在
216人(10人
増)

R05.12現在
227人(前年
度より11人
増)

R06.12現在
217人(前年
度より10人
減)

R07.12現在202人(前年
度より15人減)

生涯学習課ス
ポーツ文化係

3 スポーツ推進委員の研修会等への派遣 研修会への派遣

【R04～】研修で
学んだことを基
礎にして、
ニュースポーツ
教室を実施して
もらった。

【R04～】定例会
議を実施して情
報共有した。

【R04～】北部地
区の研修会は、
各市町から選出
された委員が企
画して実施して
おり、様々な研
修が企画されて
いる。

県や北部地
区、遠賀郡
の研修会に
参加しても
らい、推進
委員の知識
や技量を高
めてもらっ
た。
【指導派遣
実績】
・かけっこ
教室3名
・学童ｽﾎﾟｰ
ﾂ教室8名
・ｽﾛｰｼﾞｮｷﾞ
ﾝｸﾞ教室3名
・福祉フェ
ア(障がい
者ｽﾎﾟｰﾂ)6
名

県や北部地
区、遠賀郡
の研修会に
参加しても
らい、推進
委員の知識
や技量を高
めてもらっ
た。
【指導派遣
実績】
・かけっこ
教室3名
・学童ｽﾎﾟｰ
ﾂ教室6名
・ﾌｧﾐﾘｰ体
力測定8名

県や北部地
区、遠賀郡
の研修会に
参加しても
らい、推進
委員の知識
や技量を高
めてもらっ
た。
【指導派遣
実績】
・学童ｽﾎﾟｰ
ﾂ教室6名
・ﾌｧﾐﾘｰ体
力測定8名
・ﾓﾙｯｸ交流
大会9名

県や北部地区、遠賀郡
の研修会に参加しても
らい、推進委員の知識
や技量を高めてもらっ
た。
【指導派遣実績】
・出前講座(ﾎﾞｯﾁｬ)22名
・ﾌｧﾐﾘｰ体力測定16名
・学童ｽﾎﾟｰﾂ教室25名

生涯学習課ス
ポーツ文化係

担当課係№
ア．生涯学習に関わる施

策・事業
イ．事業ごとの目標

ウ．目標達成に実施した工夫 エ．事業ごとの目標達成状況
２.いつまでも健康な心と身体づくり
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

4
遠賀町総合型地域スポーツクラブの支
援

会員増

【R04～R05】参
加者の募集は、
広報紙だけでは
なく、小学校で
チラシを配布し
てもらった。
かけっこ教室
は、会員以外の
人も参加できる
ようにした。
【R06】廃止

【R04～R05】運
動会で活躍でき
るよう、かけっ
こ教室は、小学
校の運動会前に
実施した。
【R06】廃止

【R04～R05】参
加者の募集は、
広報紙だけでは
なく、小学校で
チラシを配布し
てもらった。
【R06】廃止

新型コロナ
ウイルス感
染症の影響
があり現状
維持。

コロナ禍の
影響以降、
なかなか会
員数が増え
てこない。
また、ボラ
ンティア指
導者が見つ
からず、実
施できてい
ない種目が
ある。
なお、令和
6年3月末
で、解散が
決まった。

令和５年度
末で解散し
たため実績
無し

令和５年度末で解散し
たため実績無し

生涯学習課ス
ポーツ文化係

5
健康寿命の延伸を目的とした運動教室
の実施

参加者人数25人/回
（運動教室）

【R05～】会場を
コミュニティー
センターとし、
多くの人が参加
できる環境とし
た。
【R07～】2つの
教室を統合し、
幅広い対象者が
参加できる教室
にした。

【R04～】自宅で
もできる運動を
取り入れ、運動
の習慣化を促し
ている。

【R04～】リピー
ターを増やすこ
とで参加者同士
の顔なじみの関
係性を作る。

【R04～】広報紙
やHPにて内容や
日程を掲載。ま
た、窓口にてチ
ラシを配布。

【R04～】年間2
回の身体測定を
行い、教室参加
の効果について
実感できるよう
にした。
【R07～】年2回
の身体測定に体
組成計での測定
を追加し、運動
の効果確認や継
続の意識づけを
実施。

参加者数
16.2人/回

参加人数
16.8人/回

参加人数
17.0人/回

参加人数22.3人/回

福祉課地域包
括支援係
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

多くの人が学べ
る工夫

学びを活かす工
夫

つながる工夫
情報を届ける工
夫

楽しく学べる工
夫 R04 R05 R06 R07 R08

【R04～】総合的
な時間に食に対
する関心を高め
る為に、教材と
して利用してい
る。
【R04～】小学生
の農業体験は学
校の授業のカリ
キュラムとして
行っている。

【R04～】農業体
験は農業者が耕
作を行ってお
り、児童への指
導等を実施。

【R04～】広報紙
や学校・学級だ
よりで、ちびっ
こ農園について
情報を発信して
いる。

【R04～】収穫し
たもち米は、餅
にして作った児
童本人が食べれ
るようにしてい
る。
【R04～】農業体
験は田植えや稲
刈りを体験し、
そのもち米で
作ったもちを児
童に配布してい
る。

各小学校の
５年生が農
業体験を実
施した。
（約194
名）

各小学校の
５年生が農
業体験を実
施した。
（約165
名）

各小学校の
５年生が農
業体験を実
施した。
（約185
名）

各小学校の５年生が農
業体験を実施した。
（約160名）

学校教育課学
校教育係

【R04～】芋ほり
体験はシルバー
人材センターが
維持管理等や支
援等を行ってい
る。

芋ほり体験
は保育園３
園及び幼稚
園１園で実
施

芋ほり体験
は保育園３
園及び幼稚
園１園で実
施

芋ほり体験
は保育園２
園及び幼稚
園１園で実
施

芋ほり体験は保育園２
園及び幼稚園１園で実
施 健康こども課

子育て支援
係・福祉課福
祉高齢者支援
係

2
ゴミの減量とリサイクル活動の推進、
地球温暖化対策の推進に関する情報提
供

広報紙やイベントで年1回以上情報提
供

【R04～R07】
(ﾊﾟﾈﾙｸｲｽﾞ)
イベントで行う
ことでより多く
の人が学べる機
会になった。

【R07】
ごみの減量とダ
ンボールコンポ
スト講座や生ご
み処理容器等の
補助を同じ特集
記事とすること
で興味を持った
人が具体的な行
動に移すきっか
けとした。

【R04～R07】
（映画）
環境協働推進組
織と共催とし、
住民と協働して
実施した。

【R04～R07】
広報紙での情報
提供。
【R07】
（映画）広報や
ホームページに
加え主な対象者
層である幼稚
園・保育園・小
学校にチラシ・
ポスターを配布
した。また、申
し込みをイン
ターネット経由
で行った。

【R04～R07】
(ﾊﾟﾈﾙｸｲｽﾞ)
クイズ形式にし
て、楽しみなが
ら学べた。
エコグッズ配布
あり。
【R07】
地球温暖化防止
に役立つ生活の
中で取り組む内
容をすごろく形
式で掲載し親し
みやすくした。

人権フェス
タにて地球
温暖化対策
に関するパ
ネルクイズ
１回
広報紙での
情報提供
７回

こどもまつ
りにて地球
温暖化対策
に関するパ
ネルクイズ
１回
広報紙での
情報提供
７回

こどもまつ
りにて地球
温暖化対策
に関するパ
ネルクイズ
１回
広報紙での
情報提供
７回

こどもまつりにて地球
温暖化対策に関するパ
ネルクイズ　１回
広報紙での情報提供
８回

住民課環境衛
生係

№
ア．生涯学習に関わる施

策・事業
イ．事業ごとの目標

ウ．目標達成に実施した工夫 エ．事業ごとの目標達成状況
担当課係

1
ちびっこ農園・芋掘り体験事業の継続
による食と農業に関する教育の推進

事業継続

３.多様な学習機会の創出
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

3 環境教育のための学習の場の充実 講座開催数　15回（累計）

【R04～R06】
(映画)開催日を
土曜日にした。
【R07】
（映画）主な対
象者層である幼
稚園・保育園・
小学校の行事等
と被らない日曜
日で開催した。

【R04】
(映画)題材を身
近なものにし
た。
【R05】
(映画)海洋ごみ
（マイクロプラ
スチックに関す
る）を身近なも
のにした。
【R06】
(映画)題材を
「地球温暖化」
に関するものと
した。
【R07】
（映画）アン
ケートで「今日
からできるごみ
の減量」につい
て例を挙げて質
問し、日常で意
識できる活動を
紹介した。

【R07】
ボランティア団
体主催の環境啓
発イベントにお
いて環境問題の
出前講座を行っ
た。
【R04～R07】
（映画）
環境協働推進組
織と共催とし、
住民と協働して
実施した。

【R04～R06】
(映画)広報紙や
HPでの周知関係
団体へチラシを
配布した。
【R07】
（映画）広報や
ホームページに
加え主な対象者
層である幼稚
園・保育園・小
学校にチラシ・
ポスターを配布
した。また、申
し込みをイン
ターネット経由
で行った。

【R07】
誰もが知るアン
パンマンを題材
としたゴミ問題
の映画とし、親
子で学べる内容
とした。

ダンボール
コンポスト
利用講座２
回
「もったい
ないキッチ
ン」映画上
映会１回

ダンボール
コンポスト
利用講座２
回
「マイクロ
プラスチッ
ク・ストー
リー」映画
上映会１回

ダンボール
コンポスト
利用講座２
回
「不都合な
真実」映画
上映会１回

ダンボールコンポスト
利用講座２回
「それいけ！アンパン
マン　ゴミラの星」映
画上映会１回
出前講座２回

住民課環境衛
生係

4 男女共同参画企画講座
参加者の満足度

大変良かった・良かった 80％以上

【R05～R07】開
催日時を日曜日
にし、子育て世
代の親子を対象
に親子講座を
行った。

【R05～R7】講演
だけでなく、
ワークショップ
形式の講座とし
た。

【R05～R07】講
座中、参加者同
士が意見交換を
行える時間を
作った。

【R04～R07】広
報紙、HPに加
え、町内企業に
周知を行った。
【R05～R07】各
保育園、小学校
の保護者に対し
てチラシの配布
を行った。

【R04】女性の視
点で考える防災
講座やSDGsに関
する講座など、
様々な視点で参
加者が日常を見
つめなおせるよ
うな内容とし
た。
【R05】親子講座
では、ダンボー
ルワークショッ
プを行い、父親
が参加したくな
る内容とした。
【R06】スポーツ
を通して親子と
他の親子との交
流を行い、家庭
や地域参画の理
解を深めた。
【R07】親子参加
型のワーク
ショップを行
い、参加者が楽
しくおこづかい
の使い方を学べ
る内容とした。

①受講生：
65名
　延べ参加
人数：96名
②良かった
等92.6％

①ダンボー
ルワーク
ショップ：
26名
キャリア応
援セミ
ナー:29名

②良かった
等97％

①28名参加
②良かった
等100％
3月に講座
予定

「親とこどものこづか
いゲーム」
①21名参加
②良かった等90％

「HUGで学ぼう！ジェン
ダー平等の避難所」
①22名参加
②良かった等100％

住民課協働人
権係

7



様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

5 協働のまちづくり出前講座
参加者の満足度

大変良かった・良かった 80％以上

【R04～R07】広
報紙、HPに加
え、区長会に周
知を行った。

【R04～R07】講
座申込者に興味
関心を持っても
らえるよう内容
の見直しを年1回
各課に依頼し、
受講者の選択肢
を広げている。

①延べ503
名参加
②良かった
等100％

①延べ540
名参加
②良かった
等100％

①延べ475
名参加
②良かった
等100％

①延べ575名参加
②良かった等95％

住民課協働人
権係

6 12月人権週間講演会
参加者の満足度

大変良かった・良かった 80％以上

【R05】「みんな
ちがって、みん
ないい」をテー
マとして、誰も
が人権について
理解を深める内
容とした。

【R04～R07】街
頭啓発、広報紙
等に加え、関係
団体等に周知を
行った。また、
図書館と協働
し、講演会に関
する書籍コー
ナーを設置し
た。
【R06】講演会前
に講師にインタ
ビューを行い広
報紙に掲載し講
演会の周知を
行った。

【R04】郡内4
町・中間市で連
携し5年に1度実
施している人権
フェスタを開催
し、人権講演会
の他に、東京パ
ラリンピックの
競技にもなった
ボッチャ体験や
環境啓発コー
ナーパネル展＆
クイズを実施し
た。
【R05】コンサー
ト形式で行っ
た。
【R07】対談形式
で行った。

①322名参
加
②良かった
等99.5％

①125名参
加
②良かった
等97.14％

①181名参
加
②良かった
等98.26％

①170名参加
②良かった等92.20％

住民課協働人
権係

7
様々な課題に関する人権教育事業の実
施

①人権講演会参加者　250人/回
②人権講演会アンケートの「よかっ
た」等90％以上

【R04～】アン
ケート結果より
希望の多かった
平日夜の開催と
した。
【R06～】天候等
で開催を延期で
きるよう、あら
かじめ延期日を
設定した。

【R04～】街頭啓
発、広報紙等に
加え、町のホー
ムページで周知
を行った

【R04～】参加を
検討してもらえ
るように写真を
大きく掲載し、
興味を引くよう
な説明文を掲載
した。

①153名参
加
②良かった
等94％

①135名
②良かった
等87%

①143名
②良かった
等96%

①223名
②良かった等91%

生涯学習課社
会教育係

8



様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

8
ニーズに即した成人教育の実施（寿大
学・成人講座等）

①寿大学受講者　75人
②成人講座　受講率　80％（受講者/
募集数）
③アンケート結果等を反映した講座
数　５件（累計）

【R04～】①公開
講座においては
無料または誰で
も参加可能とし
た。②受講費や
材料費を抑え、
参加しやすい環
境を整えた。

【R04～】日常生
活の中で学ぶ
きっかけづくり
とした。
【R04】受講者が
講座で学んだこ
とを家庭などで
フィードバック
させた(男の料理
教室など)
【R05～】自分史
の受講者が講座
で学んだことを
これからの生活
に記録として残
せた。

【R04】寿大学の
「足もみヨガ」
や成人講座の
「脳トレ麻雀」
の受講者につい
ては、講座終了
後、自主サーク
ルとしての活動
につなげた。
【R05】寿大学の
「歌って健康
に」の講師によ
る歌と踊りを融
合した「レッツ
シング♪レッツ
ダンス」を開催
した。

【R04～】広報紙
及び地区公民館
や町内公共施設
等にポスター掲
示して周知を
行った。

【R04～】①参加
者の希望の多い
健康問題に関す
る講座を増やし
た。②持参品を
極力少なくし、
活動に集中でき
るように配慮し
た。
【R05～】健康の
講話だけではな
く、脳と身体を
動かす「脳トレ
運動」を開催し
た。
【R06～】寿大学
の「太極拳」と
「気功」を3年毎
に入れかえて開
催。

①受講者
45人
②77％（44
人/57人）
③1件

①受講者40
人②107％
（83人/77
人）③3件

①受講者53
人②101％
（54人/53
人）③6件

①受講者48人②103％
（57/55）③5件（ピラ
ティス・折り紙・曼荼
羅・スマートフォン・
ペン習字）

生涯学習課社
会教育係

9 食生活改善推進会周知と会員数の増加 活動実績　48回/年

【R04～】血圧相
談会（R6～）や
こどもまつりで
試食配布を行
い、食生活改善
や会の活動につ
いて周知を行っ
た。

【R04～】開催す
るイベントでレ
シピや資料を配
布し、自宅でも
実践できるよう
にした。

【R04～】開催す
るイベントの参
加者と積極的に
関わることで、
活動に興味を
持ってもらい会
員数の増加に努
めた。

【R04～】
YouTube動画配信
(月1回)、インス
タグラム、ホー
ムページ、広報
紙を通じレシピ
を配信。

【R04～】調理実
習など体験のあ
る教室を行い、
楽しく学べる工
夫をした。

活動実績
41回/年

活動実績　48回/年活動実績　48回/年活動実績 45回/年

健康こども課
健康対策係

メニュー掲載　１件/月

【R04～】おんが
めしレシピを月1
回、YouTube動画
配信とホーム
ページに掲載。

【R04～】おんが
めしレシピを分
かりやすく配信
し、地産地消も
啓発した。

【R04～】若い世
代にもレシピを
見てもらうた
め、YouTubeやイ
ンスタグラムで
も配信。

【R04～】
YouTube動画配
信、インスタグ
ラム、ホーム
ページ、広報紙
を通じレシピを
配信。

【R04～】調理風
景や季節感を大
切にし、食材の
紹介等を入れつ
つ配信。

メニュー
掲載1件/月

メニュー
掲載1件/月

メニュー
掲載1件/月

メニュー
掲載1件/月

メ
ニュー
掲載1
件/月

健康こども課
健康対策係

アクセス数　5000件/年

【R04～】ブラン
ド品ができるま
での工程を配信
している。

【R04～】常時、
必要に応じて情
報更新を行っ
た。

【R04～】写真な
どを多く配置
し、親しみやす
いように配慮し
ている。

アクセス数
 5829件/年

アクセス数
 9,450件/
年

アクセス数
 22,087件/
年

アクセス数
 31,021件/年

産業振興課農
業推進係

10
ホームページ「おんがめし」の情報更
新と充実

9



様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

11
消費者トラブル未然防止のための情報
提供と出前講座の継続実施

情報提供:24回/年
出前講座:3回/年

【R04～】各地区
で見守り活動な
どを行う役員に
対し情報提供を
行うことで、消
費者トラブルの
解決や未然防止
につながった。

【R04～】講座の
参加者に合わせ
た資料の配布や
映像を使った説
明など、分かり
やすい情報提供
を行った。ま
た、特に緊急性
の高いトラブル
情報などは、町
ホームページや
LINEに掲載し、
注意喚起を行っ
た。

【R04～】出前講
座では、講話だ
けでなく、クイ
ズや参加者のト
ラブル体験を話
してもらい、解
決策・予防策に
ついて情報提供
を行うなど参加
型の内容も取り
入れた。

情報提供：
23回
出前講座：
3回

情報提供：
21回
出前講座：
1回

情報提供：
20回
出前講座：
2回

情報提供：24回
出前講座：2回

産業振興課商
工振興係

12
防災ハザードマップなどを活用した防
災知識の普及と啓発の強化

出前講座　３地区/年

【R04】各区、自
主防災組織に呼
び掛けを実施し
た。
【R05～】全地
区、自主防災組
織に出前講座の
メニューを改め
て紹介。積極的
な開催を呼び掛
けた。

【R05～】能登半
島地震の発生を
鑑み、新たに地
震についての講
座を設け、知識
の普及等をおこ
なうことができ
た。

防災ハザー
ドマップの
改訂に合わ
せ、15地区
で出前講座
を実施

防災知識の
普及に係る
出前講座を
3回実施し
た。

３地区で防
災知識の普
及と啓発を
行うことが
できた。

１地区で防災知識の普
及と啓発を行うことが
できた。

総務課防災安
全係

13
関係機関や地域住民が一体となった実
効性ある防災訓練の実施

10地区/年

【R04～】参加団
体との連携が図
れるよう、訓練
内容に確認事項
を用意。問題点
の抽出が図れ
た。

【R04～】防災行
政無線・回覧・
HP・LINE等で訓
練実施及び参加
を呼び掛け、住
民参加型の訓練
が実施できた。

【R05～】前年度
の２月自治区会
より一斉避難訓
練の日程を周知
し、各地区自主
防災組織への訓
練参加を呼び掛
けた。

町、全23区
自主防災組
織、消防
団・1介護
事業所が参
加して町内
一斉避難訓
練を実施。
災害時の避
難所運営及
び連携体制
を確認した

町と全23区
中21区の自
主防災組
織、消防団
が参加して
町内一斉避
難訓練を実
施。災害時
の避難経路
及び連携体
制を確認し
た。残りの
2地区も別
日で訓練を
開催した。

町内全23区
自主防災組
織が地震想
定での町内
一斉避難訓
練を実施。
災害時の避
難所運営及
び連携体制
を確認した

町内全23区自主防災組
織に加えて、福祉事業
所等に呼びかけを行
い、水害想定での町内
一斉避難訓練を実施。
災害時の避難所運営及
び連携体制を確認し
た。

総務課防災安
全係
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

多くの人が学べ
る工夫

学びを活かす工
夫

つながる工夫
情報を届ける工
夫

楽しく学べる工
夫 R04 R05 R06 R07 R08

地域・関係団体と協働での見守り等
の活動　20回/年

【R04～】開始前
に参加団体の紹
介の時間を設
け、団体同士が
知り合うきっか
けとした。

【R04～】以前か
らの協力団体へ
のお知らせと、
広報紙やHPでも
参加者を募集し
ている。

【R04～】車両
１、徒歩３の
コースとし、各
自が希望する
コースに参加で
きるようにして
いる。

７回実施延
438名参加

遠賀町青少
年安全パト
ロール６回
実施延321
名参加

遠賀町青少
年安全パト
ロール５回
実施延284
名参加
折尾警察署
少年補導員
と協働パト
ロール11回

遠賀町青少年安全パト
ロール6回実施延410名
参加（３月に１回予
定）
折尾警察署少年補導員
と協働パトロール9回

生涯学習課社
会教育係

青パト実施者講習会を実施  2回/年

【R05～】折尾警
察署生活安全課
と連携した講習
会を実施した。

講習会参加
人数が多
く、計4回
の講習会を
実施した。

講習会参加
人数が多
く、計4回
の講習会を
実施した。

計2回の講習会を実施し
た。

総務課防災安
全係

2
ボランティア活動への支援・活性化
（ボランティア人材バンク等）

①ボランティア人材バンク登録者
50人
②ボランティアと企画した事業の実
施　３件（累計）

【R05～】県から
コーディネー
ターを派遣して
もらい、一緒に
教室を運営する
ことでボラン
ティアの人材育
成に役立った。

【R04～】活動体
験教室実施時の
打ち合わせと反
省会を行った。

【R04～】活動体
験教室での各種
活動もボラン
ティア講師に依
頼した。
【R05～】福岡県
に派遣を依頼し
たコーディネー
ターによるボラ
ンティア研修会
を実施した。
【R06】九州共立
大学の学生2名が
企画からボラン
ティアとして活
動した。
【R07】引き続き
九州共立大学の
学生1名と社会人
になった元九州
共立大学の学
生、中学生ボラ
ンティア4名が企
画からボラン
ティアとして活
動した。

【R05～】ボラン
ティア活動たよ
りを作成し、町
内公共施設に配
架した。

【R04～】活動体
験教室について
は、ボランティ
アが中心となっ
て企画した。

①登録者35
人
新規登録２
人
②５回の体
験活動教室
実施（３月
に１件予
定）

①登録者40
人
新規登録6
人
②５回の体
験活動教室
実施

①登録者41
人
新規登録2
人
②5回の体
験活動教室
実施

①登録者31人
新規登録2人
②4回の体験活動教室実
施

生涯学習課社
会教育係

№
ア．生涯学習に関わる施

策・事業
イ．事業ごとの目標

ウ．目標達成に実施した工夫 エ．事業ごとの目標達成状況
担当課係

1
【R04】子どもの安全確保
【R05～】安心、安全なまちづくり

４.支え合いのひとづくり・まちづくり

11



様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

3
ボランティアによる学校教育の支援
（ふれあいスクール等）

①支援の回数　30回/年
②活動したボランティアの数　100人
/年

【R05～】学校派
遣の前に必ず学
校の先生と打ち
合わせを行い、
情報共有を行っ
ている。

【R05～】小学校
3年生全員に自分
の名前のお手本
を渡して書写の
学習に役立てて
いる、

【R05～】町内小
学校の3、4年書
写の時間にボラ
ンティアを1回あ
たり約10人派遣
し、きめ細かい
実技指導を行っ
ている。

①②コロナ
禍の為派遣
中止

①支援回数
23回
②指導者数
延べ220人

①支援回数
23回
②指導者数
延べ258人

①24回　②249人

生涯学習課社
会教育係

4
地区公民館長研修の継続と公民館対抗
行事の実施

研修２回/年
対抗行事３回/年

【R04～】研修会
は、全館長に周
知して多くの人
に参加しても
らった。
【R04】対抗行事
は、新型コロナ
ウイルス感染症
予防のため３大
会とも中止し
た。
【R05～】対抗行
事は、４年ぶり
に３大会とも開
催できた。

【R04～】公民館
長会議の中で、
２地区の館長よ
り、地区の状況
や実践発表をし
てもらい情報共
有した。

研修会は、
全館長に周
知して多く
の人に参加
してもらっ
た。
対抗行事
は、新型コ
ロナウイル
ス感染症予
防のため３
大会とも中
止した。

研修会は、
全館長に周
知して多く
の人に参加
してもらっ
た。
対抗行事
は、４年ぶ
りに３大会
とも開催で
き、住民の
交流の場の
提供に寄与
した。

研修会は、
全館長に周
知して多く
の人に参加
してもらっ
た。
対抗行事
は、雨天等
により３大
会中２大会
(ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ、ﾍﾟﾀﾝ
ｸ)が中止と
なったが、
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙ
ﾌ大会は開
催でき、住
民の交流の
場の提供に
寄与した。

研修会は、全館長に周
知して多くの人に参加
してもらった。
対抗行事は３大会とも
開催でき、住民の交流
の場の提供に寄与し
た。

生涯学習課ス
ポーツ文化係
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

多くの人が学べ
る工夫

学びを活かす工
夫

つながる工夫
情報を届ける工
夫

楽しく学べる工
夫 R04 R05 R06 R07 R08

1 ＡＬＴ派遣事業の継続実施 ＡＬＴ派遣

【R04～】校内の
廊下や階段、教
室などに掲示し
ている単語に英
語表記をつける
など、日常的に
英語に接する環
境を作ってい
る。

【R04～】ALTの
先生に親しみを
持てるように、
２ヶ月に１回、
広報紙にALTの先
生が記事を掲載
し、自身の情報
を発信してい
る。

【R04～】児童・
生徒が英語に興
味を持って楽し
く学べるよう
に、簡単な英単
語を使って会話
のキャッチボー
ルを行うなど、
学びやすい雰囲
気づくりを行っ
ている。

小学校：３
～６年生
（約720
名）
中学校：１
～３年生
（約540
名）

小学校：３
～６年生
（約710
名）
中学校：１
～３年生
（約530
名）

小学校：３
～６年生
（約680
名）
中学校：１
～３年生
（約540
名）

小学校：３～６年生
（約670名）
中学校：１～３年生
（約520名）

学校教育課学
校教育係

2 町の魅力の情報発信 アクセス数　160万件/年

【R04～】各課で
ホームページを
更新してもら
い、きめ細かな
情報を迅速に発
信している。

ページ
ビュー数
123万件/年
(R4/1/1～
R4/12/31)

ページ
ビュー数
109万件/年
(R5/1/1～
R5/12/31)

ページ
ビュー数
110万件/年
(R6/1/1～
R6/12/31)

ページビュー数
110万件/年
(R7/1/1～R7/12/31)

企画政策課広
報係

3 多文化共生の講座
参加者の満足度

大変良かった・良かった 80％以上

【R04～R07】多
国籍の人が楽し
める企画を立案
した。
【R06】子ども向
け講座を3月に実
施予定

【R04～R07】国
際交流クラブと
協働し企画・実
施した。

【R04～R07】広
報紙、HPに加
え、町内企業に
周知を行った。

【R04～R07】参
加者が気軽に話
し合えるよう和
やかな雰囲気づ
くりに努めた。
また、スポーツ
を通して多文化
共生の理解を深
めた。

①ワーク
ショップ：
23名
　ボビナム
教室：30名
②良かった
等95％

①ワーク
ショップ：
26名
外国語とし
ての日本語
の学習会述
べ人数：46
名
タイ料理教
室：26名
②良かった
等100％

①モルック
国際交流
会:30名
ミャンマー
料理教
室:26名

②良かった
等96％

２月と３月
に講座予定

①モルック国際交流
会：30人
ベトナム料理教室：29
名
②良かった等
モルック：96％
ベトナム料理教室：
100％

２月にJICA国際理解講
座を開催予定

住民課協働人
権係

担当課係№
ア．生涯学習に関わる施

策・事業
イ．事業ごとの目標

ウ．目標達成に実施した工夫 エ．事業ごとの目標達成状況
５.町の魅力再発見、文化づくり
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

4 文化財の適正な保存 未指定の文化財に関する調査

【R05】資料寄贈
時に県の専門職
員（有形文化
財）が同席し、
資料の一括性や
価値の確認を行
いながら所有者
から寄贈を受け
た。
【R06】令和5年
度に発見した若
松地区埋蔵文化
財の横穴墓の発
掘調査を終え、
記録保存を行っ
た。

【R04】古文書燻
蒸について広報
紙への掲載とと
もに、既知の古
文書所有者へは
個別にお知らせ
している。
【R05】寄贈資料
の公開等は現時
点では行ってい
ないが、県の専
門職員と今後の
活用方法につい
て協議し、次年
度以降の事業展
開（資料の一部
公開など）に見
通しをたてるこ
とができた。
【R06】古文書燻
蒸や古文書類を
整理した。

個人所有の
古文書等も
町所有・保
管の古文書
合わせて燻
蒸を行っ
た。
調査の進捗
状況等につ
いては文化
財保護委員
会で報告予
定。

絵画・書を
中心とした
まとまった
量の個人所
有の文化財
の寄贈を受
け、目録を
作成すると
ともに清掃
等を行い、
適切に保管
する環境を
整えた。
寄贈資料の
内容や今後
の活用方法
について
は、文化財
保護委員会
で報告予
定。

発掘調査時
に撮影され
たネガフィ
ルムの一部
はフィルム
スキャナー
でデジタル
化した。

未指定の文化財に関す
る調査については、未
実施

生涯学習課社
会教育係

5 文化財の有効活用
町HP,広報紙による情報提供　３回
（累計）

【R04～R06】島
津のヤマザクラ
のライトアップ
事業に関連して
フォトコンテス
ト（フォトま
る）を行い、島
津・丸山歴史自
然公園および島
津のヤマザクラ
を訪れ、文化財
に触れるきっか
けづくりを行っ
た。
【R05】指定文化
財の周知のた
め、丸山公園内
の案内板等の一
部更新・新設を
した。

【R04～R06】ヤ
マザクラライト
アップ事業につ
いては実行委員
会開催で方針等
を決定してい
る。フォトコン
テストの受賞作
品については広
報紙で紹介して
いる。
【R05～R06】中
央公民館等で作
品展示を行い、
町の魅力を発信
するとともに文
化財を周知する
一助とした。

【R04～R06】事
業の周知につい
ては広報紙やHP
および公共施設
等へのポスター
掲示等でした。
また、昨年度撮
影した島津のヤ
マザクラの開花
時の映像をHP上
で公開した。
【R06】岡垣町で
遠賀川下流域の
文化財につい
て、遠賀町の文
化財を中心とし
た内容の出前講
座を行った。ま
た、町の社会学
級にて「学ぼう
遠賀の文化財」
の出前講座を
行った。

島津のヤマ
ザクラにつ
いて、生育
環境の改善
を行った
（2・3号
木）
令和4年度
のライト
アップ事業
は3/18～
3/30で実施
（来場者
500人）

令和5年度
のライト
アップ事業
は3/18～
4/7
約600人

令和6年度
のライト
アップ事業
は3/21～
3/31で実施
予定

ライトアップ事業は令
和６年度をもって、事
業終了

文化財の有効活用を目
的とした情報提供につ
いては、未実施

生涯学習課社
会教育係
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

6 地域伝統芸能の保存継承
記録作成の充実と保存・継承に関す
る支援

【R04】R3実施の
無形民俗文化財
（祭り・行事）
に関する聞き取
り調査結果をも
とに、コロナ禍
で規模縮小・休
止となっている
各地区の伝統行
事に関する保護
手法の検討中。

【R04】2地区の
山笠行事につい
て、行事の開始
時より同席し、
それぞれの地区
での運営状況を
記録した。
【R05】島津地区
の山笠行事につ
いて、コロナ禍
での制約がなく
なった状態での
運行状況の調査
を行った。

【R04】町HPにお
いて新型コロナ
の影響で3年振り
に開催される島
津・老良の山笠
行事について周
知を行うとも
に、行事の様子
を広報紙9月号に
掲載できるよう
働きかけた。
【R05】町HPにて
7月に開催された
島津・老良の山
笠行事について
周知を行った。
また、町内で執
行されている神
幸行事のうち、
浅木地区（6年に
1度）・尾崎地区
（3年に1度）の
開催状況を広報
紙で周知した。

文化財保護
委員会で報
告

R3に実施し
た無形民俗
文化財（祭
り・行事）
に関する聞
き取り調査
結果をもと
に、引き続
き各地区の
伝統行事に
関する保護
手法を検討
中。
今年度の各
地区の状況
等について
は一部を文
化財保護委
員会で報告

無形民俗文
化財（祭
り・行事）
の現地調査
について
は、未実施

無形民俗文化財（祭
り・行事）の現地調
査、支援については、
未実施

生涯学習課社
会教育係

7 町文化協会への支援 会員数　460人

【R04～】感染症
予防対策を実施
した上で、各部
会の発表会等を
実施した。

【R04～】各部会
より代表者が集
まり、事業を進
めていくため定
例の会議を実施
して情報共有し
た。

【R04～】広報紙
に協議会の会報
を載せ、情報発
信した。

会員数419
人(対前年
比40人増)

会員数492
人(対前年
比73人増)

会員数488
人(対前年
比4人減)

会員数549人(対前年比
61人増)

生涯学習課ス
ポーツ文化係

8 町民文化祭の継続実施 来場者数　1,700人

【R05】JA北九や
さい畑おんが店
や遠賀町食生活
改善推進会と共
同イベントを実
施した。

【R04～】文化祭
実行委員には、
町内の文化団体
も参画してお
り、協議しなが
ら実行した。

【R04～】町内の
店舗等に依頼し
てポスターを啓
示させてもらっ
たり、広報紙に
プログラムを折
り込んだりして
周知した。

来場者数
1,540人(R3
1,486人)
※新型コロ
ナウイルス
感染症予防
のため金曜
日のお茶会
は実施せ
ず。

来場者数
2,184人(R4
1,540人)

来場者数
1,088人(R5
2,184人)
※11/2(土)
大雨により
会場が自主
避難所と
なったため
中止

来場者数1,968人(R6
1,088人)

生涯学習課ス
ポーツ文化係
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

多くの人が学べ
る工夫

学びを活かす工
夫

つながる工夫
情報を届ける工
夫

楽しく学べる工
夫 R04 R05 R06 R07 R08

1 図書館の適正運営、事業の充実
指定管理者との定期的な連絡調整会
議　６回/年

【R05～】遠賀郡
四町が共同運営
する遠賀郡広域
電子図書館の
サービスを開始
した。

【R04～】指定管
理者と情報交換
だけではなく、
事業内容の調整
も行っている。

【R04～】指定管
理者と日々の連
絡・相談も行っ
ている。
【R04～】小中高
生の職場体験の
受け入れを行っ
ている。

【R04～】イベン
ト情報をＸ、ラ
イン、ＨＰ、広
報紙等で発信し
ている。

【R04～】図書館
サービスの充実
と読み聞かせや
ビブリオバト
ル、落語等様々
なイベントを実
施している。

５回実施済
み
２月に６回
目予定

５回実施済
み
２月に６回
目予定

５回実施済
み
２月に６回
目予定

５回実施済み
２月に６回目予定

生涯学習課社
会教育係

2 地区公民館施設補助 地区の要望を把握し協議を進める

【R04～】公民館
長会議や区長会
の際に事業内容
を周知した。

３地区の公
民館施設改
修補助を実
施した。

３地区の公
民館施設改
修補助を実
施した。

５地区の公
民館施設改
修補助を実
施した。

５地区の公民館施設改
修補助を実施した。

生涯学習課ス
ポーツ文化係

3 遠賀総合運動公園の管理運営業務 新規事業毎年１事業以上

【R04】前年度、
教育委員会主催
で、スポーツリ
ズムトレーニン
グ教室を実施し
たが、内容が良
かったというこ
とで、来年度の
スクール開校に
向けて協議し
た。
【R05～】定期的
なスクールとし
て開校した。

【R04～】防災運
動会に企画段階
から参画しても
らった。

【R04～】ＳＮＳ
を利用した情報
発信を強化し
た。

【R04～】多くの
人に親しみを
持ってもらえる
よう、総合運動
公園に関しての
川柳コンテスト
を実施した。

新規事業と
して、多く
の人に親し
みを持って
もらえるよ
う、総合運
動公園に関
しての川柳
コンテスト
を実施し
た。
新たな試み
として、ス
ポーツリズ
ムトレーニ
ングスクー
ル開校(令
和5年4月)
に向けて協
議してい
る。

新たな試み
としてス
ポーツリズ
ムトレーニ
ングスクー
ルを開校し
た。
また、筋膜
リリース体
験会を実施
したところ
評判が良
かったの
で、定期的
な教室とし
て開催する
か検討して
いる。

新規事業と
して以下の
ものを実
施。
おんが車ま
つりに実行
委員として
参画
ハローウィ
ンの時期
に、ツリー
フェイスの
設置
ゲートボー
ル場をキャ
ンプ場とし
てリニュー
アル
航空スポー
ツ教室誘致
(R7.1.25予
定)
スポーツ推
進委員とコ
ラボしての
ニュース
ポーツ体験
会(R7.2.9
予定)

新規に以下の事業を実
施。
・キャンプ場で桜をみ
ながら行った「パーク
ヨガ｝
・コミュニティーセン
ターホールのグランド
ピアノを無料開放した
「グランドピアノを弾
いてみよう」
・脳トレ運動教室
・コミュニティーセン
ターの一室を夏休みに
自習室として無料開放
・公園内で散歩・ジョ
ギングする方に向けた
「WALK&RUNチャレン
ジ」
・秋の夜長のパークヨ
ガ

生涯学習課ス
ポーツ文化係

担当課係
エ．事業ごとの目標達成状況

№
ア．生涯学習に関わる施

策・事業
イ．事業ごとの目標

ウ．目標達成に実施した工夫
６.学習拠点の利活用
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様式2①実施計画進捗 (R4-R8)

4
ふれあいの里における福祉事業・生涯
学習事業の充実

指定管理者の提案自主事業をはじめ
とした事業の実施

【R04～】指定管
理者による様々
な定例教室の実
施に加え、夏休
みは子ども教室
を実施するなど
多くの人が学ぶ
機会を創出し
た。

【R04～】事業
(教室)内容が、
健康な生活や生
きがいに密接し
た内容となって
いる。

【R04～】参加者
同士等の関わり
や企業とのタイ
アップによる教
室の実施や、遠
賀高校生ボラン
ティアとの連携
により、新たな
人と人とのつな
がりが生まれて
いる。

【R04】参加する
人の興味を引き
出し学ぶことの
大切さを感じら
れる事業となっ
ている。
【R05～】町の広
報紙や指定管理
者の作成するＨ
Ｐ・チラシ・ポ
スターなどによ
り、周知を行っ
た。

【R04～】健康や
生きがいに関連
した事業の実施
により、興味を
持って楽しく学
べる内容となっ
ている。

指定管理者
による提案
自主事業が
多数実施で
きた。

指定管理者
による提案
自主事業が
多数実施で
きた。ま
た、福祉
フェアにお
いては、指
定管理者及
び社会福祉
協議会へ事
業を委託
し、学習機
会の充実及
び多くのボ
ランティア
や住民の参
加により、
交流の促進
を図れた。

R6指定管理
者等による
体操教室や
パン・そば
作り教室等
の自主事業
や、福祉
フェアでの
福祉体験や
健康体操等
の実施によ
り、多数の
生涯学習の
機会と場を
創出でき
た。

指定管理者により、ヨ
ガ・体操教室やパン・
そば作り教室等の提案
自主事業のほか、福祉
フェアでの健康寿命を
延ばす体操教室や福祉
体験事業等を実施し
た。

福祉課福祉高
齢者支援係
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